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研究概要
本研究は、世界の沿岸域で深刻化する磯焼け問題に対し、藻食性未利用食害魚類イスズミの活
用を起点としたNature-based Solutions （NbS） の可能性を科学的に検証することを目的と
する。藻場の衰退は生物多様性の減少や漁業資源の枯渇、ブルーカーボン機能の喪失を通じて、
地域社会と地球環境双方に深刻な影響を及ぼしている。イスズミは広範囲に生息しながらも市場
価値が低く、廃棄・リリースの対象となってきたが、本研究ではその蓄養による資源価値化を試
み、地域経済に新たな付加価値を生み出すことを目指す。
研究内容は、①イスズミの蓄養実験による利用可能性評価、②現地藻場のモニタリングによる

植生動態の把握、③環境DNA （eDNA） 解析による生物多様性評価、④ライフサイクルアセス
メント （LCA） による環境影響評価から成る。これらを統合することで、藻食性未利用食害魚で
あるイスズミの価値化がもたらすネイチャーポジティブ効果を定量的に明らかにする。
期待される成果としては、藻食性魚類の活用が沿岸生態系回復や気候変動緩和に寄与すること

を科学的に実証し、NbSの実効性を示すモデルを構築できる点にある。また、地域漁業の持続
性向上、ブルーカーボン政策や「30by30」目標への貢献、さらに未利用資源を循環利用する社会
像の提示を通じて、科学的・社会的双方に大きな波及効果をもたらす。


